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空調設備での
省エネポイントの発見

エネルギー供給

エネルギー効率の評価

全体把握・優先順位付け

エネルギーKPI

エネルギーフローモデル

ドリルダウン

生産モデル

組織モデル

使用者例

工場長 エネルギー
管理担当

生産技術

目標値・KPI管理

改 善

製造 品質保証

エネルギー管理担当、
生産技術 他

使用者例 エネルギー管理担当、
生産技術 他

使用者例 製造、品質保証 他

エリア毎、部署毎などの空調電力使
用量を確認できます。

ユーティリティー設備での
省エネポイントの発見

コンプレッサー、ボイラー、チラー
などの各号機別エネルギー使用量や
エネルギー発生量を確認できます。

使用者例 工場長 他 使用者例 製造、品質保証 他

全体の傾向を把握し、どこで多く
エネルギーを使っているかが一目
で分かります。

生産設備での
省エネポイントの発見

任意の期間について、工程毎、設備
毎などのエネルギー使用を時系列
で確認できます。

ロット毎の原単位（生産量や稼働
時間あたりのエネルギー使用量）を
確認し、効率の良い場合と悪い場合
を比較できます。

エネルギー操業の
最適化

エネルギーKPIの設定

システムビルダー
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案　分

ユーティリティー設備 プラント 生産設備

ここを改善
できそう

それは思い
つかなかった

その視点は
なかった

ここも改善
できそう

投資対効果が
出るのか不安で
いきなり大きな
投資は難しい

まずは対象を
絞って導入！
サブスクだから
手軽に始められる

Enerize E3

素早い対応でトラブル
を最小限に抑えられる

複雑な演算をシステム内で実行し、
見たい値を簡単にグラフ表示

kWh
J

￥
CO2

複雑な設定が不要な
ので、設備の更新や
追加があっても簡単
に変更できる！

他システム 上位システム

Enerize E3

導入前のデータも一緒に表示

省エネ操業の実現を支援するエネルギーKPI演算や可視化
Enerize E3は工場内のエネルギー情報と生産情報を統合し、省エネ活動において改善施策を検討する上で必要な、
エネルギー KPI*1を演算、可視化するFEMS*2です。
エネルギー管理担当者のみでなく、製造ライン担当者、品質保証担当者など、さまざまな立場からエネルギーデータ
にアクセスし、グラフや帳票を簡単に表示、確認できることで、効率的な改善施策立案につながります。

Enerize E3のEは、Elucidate（複雑なことを明らかにする）の意味です。
*1 エネルギー KPI（Key Performance Indicator） ：エネルギー効率の最適運転を支援する為の指標
*2 FEMS（Factory Energy Management System） ：工場エネルギー管理システム

Enerize E3の主な特長
必要なデータをすぐに確認できる

手軽にお試し導入

お客様で演算定義の変更・修正も可能

スムーズなアフターフォロー

エネルギー使用状況を的確に捉えられる

導入前の過去データですぐに分析開始

• データ集計の手間が省ける
• 分析に注力でき、改善施策立案の時間を確保
• 会議に使う表やグラフをその場で作成可能

• クラウド化、サブスクリプション化で初期投資を抑制
• 最小取得データ数は 10ポイントから手軽に利用開始
• スモールスタートで手軽に可視化による削減効果を確認

• 「エネルギーフロー」*3で視覚的に分かりやすく演算、モデルを定義
•  工場のレイアウト変更やライン変更時に、演算モデルの定義、各種 
設定を変更することが可能

•  演算、モデルの定義ミスやデータ欠損があった場合など、演算 
結果を修正することが可能
*3 ： エネルギーフローは特許を取得したモデルで、工場内のエネルギーの流れ（エネルギー 
変換点や分岐）を視覚的に整理することで演算の定義が可能

• トラブル発生時の対応やデータ確認等が遠隔で対応可能*6

*6 ：YOKOGAWAからクラウドへのアクセスを許可いただける場合

• 複雑なエネルギー演算を自動で実行
• 部署／ライン別など、さまざまなエネルギー使用量を表示可能
• ロット／品種別など、さまざまなエネルギー使用量を表示可能
• CO2排出量やコストへの換算表示が可能

• 他システムの過去データをEnerize E3で表示可能*4

• CSV出力機能で、上位システムにデータ転送可能*5

*4 ：CSVデータでの提供が必要。またEnerize E3で読み込むため、CSVファイルの編集が必要
*5 ：Enerize E3から出力されるCSVファイルを上位システムが取得する設定が必要
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ご購入前に、お客様工場の一部データを使った
Enerize E3でのプレビューや、Enerize E3を活用
したエネルギーデータ分析を行うなどのご依頼を
お受けいたします。お気軽にご相談ください！

※イメージ
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Enerize E3 サーバー

モバイルインターネット帯域確保型閉域網

モバイルインターネット

工場オフィス

本社オフィス

帯域確保型閉域網

工 場

Enerize E3 クライアント
ビルダー/ビューワー/

レポート/Excel出力（ 　　　　）

Enerize E3 クライアント
ビルダー/ビューワー/

レポート/Excel出力（ 　　　　）

お客様工場
での

取り組み

自社工場
の

取り組み

知見
ノウハウ

システムを導入することがゴールではなく、  
活用して効果を出すことが重要です。

システム導入前のヒアリングや視察、コンサルティングを通じて、現状を適切に
把握し、エネルギー効率最適操業の実現のために、どのような可視化が必要かを
お客様とともに考えます。システム導入後は、効率よく継続的な改善活動の実現
のため、システムを活用したエネルギー使用のムダ発見や組織構築のアドバイス
など、自社工場の取り組み経験および多くのお客様工場での知見・ノウハウで、
アフターコンサルティングにて伴走いたします。

システム構成例

システム導入前後のサポート

※クラウド環境はパッケージに含まれておらず、お客様での用意、運用管理となります。
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